
住まいは、単なる箱ではなく、暮らしのコア

となる場所。だから、暮らす中でどのように

快適な住まいにするか？とっても大切です。

わたしたち建築工房クームが生み出す

LOCO House は、そんな快適を追求したカ

タチです。今回は、『エコ』を考えた地球に

も財布にもやさしい住まいづくりをご紹介し

ます。高性能な気密断熱を基本にサッシや暖

房システムなどの組み合わせで光熱費を抑え

た住まいをご提案します。

おひさまの光で発電♪

紫外線カット＆
ガラス面の熱損率の少ないサッシ

しっかりと施工で気密性能UP!

床のパネルでコールドドラフトを防ぐ

断熱施工で底冷えの無い床下

低温水パネル暖房システム

光熱費 ＝LOCO House + 太陽光

30°の傾斜角真南に設置した場合の発電量を 100％とすると

・南東、南西の場合は 4％程度低下

・真東、真西の場合は 15％程度低下

・真北の場合は 34％程度低下

また、傾斜角による違いは、傾斜角 30°で設置した場合の発電量を 100％とすると、

20°～ 40°ならば、2％程度の低下です。

サッシの施工

寿命の年数
太陽電池の耐用年数は、

表面が強化ガラスで保護されているもの場合は、20 年以上とされています。

太陽光発電システムのうち、太陽電池部分には駆動部分がないため、消耗品がありません。

定期的に自主点検を実施すれば長持ちします。

1965 年に設置した福島県信夫山の無線中継用電源の太陽電池が、

現在も現役で稼動している例もあります。

パワーコンディショナなどの周辺機器は、設計寿命が 10 年程度の部品を使用し、

メーカー保証期間が 10 年間というものが多くなっています。

雨くもりの発電

晴れの日よりは少ないですが、発電します。

晴れの日と比較すると、くもりの日は 1/3 ～ 1/10 程度、

雨の日は 1/5 ～ 1/20 程度になります。

くもりの日や雨の日は、日中でも電力会社からの電気の購入割合が多くなります。

なお、太陽電池に雪が積もってしまい、日射がさえぎられてしまう場合は発電しません。

平均的なオール電化以外の一般家庭で消費する電力量は、年間約 3,600kWh と言われています。

太陽光発電システムの定格出力 1kW あたり年間約８00kWh の電力を発電するので、

定格出力 4.5kW の太陽光発電システムによって、

年間約 3,600kwh をまかなえることになります。
( 上記の内容は地域により異なります。)

1kwあたりの年間発電

太陽光発電
平成 21 年度の補助制度の申請期間は、平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 1 月 29 日。 予算額は 200.5 億円で、

補助件数は 84,000 件を想定しています。 補助制度の廃止が原因で、太陽光発電の普及において欧州に後れをとっ

ているだけに、 今回の補助制度をきっかけとした導入促進が期待されるところ。 補助額は、最大出力 1kW あたり 7

万円。同システムの導入者にとっては手厚い支援策となりそうです。太陽電池の種類毎に設定された変換効率を上回

ること。 一定の品質・性能が確保され、設置後のサポート等がメーカー等によって確保されていること (10 年以上

の出力長期保証 )。 最大出力が 10kW 未満でシステム価格が 70 万円 /kW 以下であること。 

高性能な住まいを
生み出す為に

サッシの性能が良くても施工で

住まいの性能が変わります。

丁寧に心を込めて施工することが、

より高性能な住まいを生み出します。

※裏面をご覧ください。

コールドドラフト

窓面は、外気の温度に影響し、

室温に温度差が生じてしまいます。

なので、床にパネルを施工し、

その熱で気流を止めます。

このことにより体感温度の低下を抑えます。

底冷えしない床下

基礎の底と側面に断熱処理を行い

パッキン付きの

気密シートを施工することで

隙間のない基礎が生まれ

底冷えの無い床下となります。

当社 LOCO システムの場合（参考例）
< 年間買電価格 >

※但し、地域又は使用環境によって異なります。

￥13,534 x 12 ヶ月 =￥162,408
< 年間売電価格 >

（LOCO 月平均光熱費）

（八戸年間発電量） （売電価格）
3,438kwh x 48 円 =￥165,024

△￥2,616


